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山陽小野田市中山間地域づくり指針 

１ 中山 間地域づ くり指 針とは 

（１）策 定の背景 ・目的 

山陽小野 田市は、 平 成 17 年（ 2005 年 ） 3 月 22 日に 旧小野 田市、 

旧山陽町 が合併し て誕生 しまし た。 

私 た ち を 取 り 巻 く 環 境 は 、 本 格 的 な 少 子 ・ 高 齢 ・ 人 口 減 少 社 会 

の 到 来 、 高 度 情 報 化 の 急 速 な 進 展 、 グ ロ ー バ ル 経 済 の 進 展 に よ る 

地 域 経 済 の 空 洞 化 、 国 ・ 地 方 を 通 じ た 厳 し い 財 政 状 況 、 地 方 分 権 

の 推 進 、 住 民 の 価 値 観 や ラ イ フ ス タ イ ル の 多 様 化 な ど に よ り 、 大 

きく変化 していま す。 

そ の よ う な 状 況 下 で 、 中 山 間 地 域 は 、 地 域 住 民 の 生 活 の 場 や 農 

林 水 産 物 の 生 産 の 場 と し て 貴 重 な 地 域 で あ る に も か か わ ら ず 、 過 

疎 化 、 少 子 ・ 高 齢 化 の 進 行 に 伴 い 、 後 継 者 問 題 、 耕 作 放 棄 地 や 荒 

廃 森 林 の 増 加 、 空 家 の 増 加 な ど 生 産 活 動 の 縮 小 や 集 落 機 能 の 低 下 

に よ る 農 山 漁 村 の 活 力 の 減 退 が 進 ん で お り 、 地 域 の 活 性 化 の 総 合 

的な取り 組みが求 められ ていま す。 

山 口 県 で は 活 力 と 魅 力 の あ る 中 山 間 地 域 創 造 の た め 「 山 口 県 中 

山 間 地 域 振 興 条 例 」 を 定 め 、 県 基 本 計 画 と し て 「 山 口 県 中 山 間 地 

域づくり ビジョン 」を充 てるこ とと していま す。 

山 陽 小 野 田 市 で は 、 活 力 あ る 中 山 間 地 域 づ く り を 地 域 と の 協 働 

により進 めていく ため、こ の県ビ ジ ョンに基 づき、「山 陽小野田 市 

中山間地 域づくり 指針」 を策定 する こととし ました。 

（２）性 格と役割 

「 山 陽 小 野 田 市 中 山 間 地 域 づ く り 指 針 」 は 、 市 政 運 営 の 基 本 指 

針である「 第一次山 陽小野 田市総 合 計画」を上 位計画と し、かつ 、 

県 基 本 計 画 で あ る 「 山 口 県 中 山 間 地 域 づ く り ビ ジ ョ ン 」 を 踏 ま え 

て 策 定 し た も の で あ り 、 本 市 の 中 山 間 地 域 づ く り に お い て 今 後 取
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り組む主 な施策の 方向性 を示し てい ます。 

（３）計 画期間 

平 成 ２ ９ 年 （ ２ ０ １ ７ 年 ） を 目 標 年 次 と す る 第 一 次 山 陽 小 野 田 

市総合計 画との整 合性を 確保す るた め、この指 針にお いても、目 標 

年次を平 成２９年 （２０ １７年 ）と します。 

た だ し 、 今 後 の 地 域 を 取 り 巻 く 情 勢 の 変 化 な ど に 配 慮 し 、 必 要 

に応じて 適宜計画 の見直 しを図 るも のとしま す。 

２ 山陽 小野田市 におけ る中山 間地 域 

本 市 に お い て は 、 農 林 水 産 省 の 農 業 地 域 類 型 区 分 に よ る 中 間 農 業 

地 域 で あ る 旧 山 陽 町 の 厚 狭 地 区 、 厚 陽 地 区 、 出 合 地 区 、 埴 生 地 区 、 

津布田地 区の５地 区が中 山間地 域に あたりま す。 

人口は ２２，２ ５１人 、面積 ８９ ．８９ｋ ㎡となっ ていま す。 

地 区 名 総 人 口 男 性 女 性 
６ ５ 歳 以 

上 の 男 性 

６ ５ 歳 以 

上 の 女 性 
高 齢 化 率 

厚 狭 地 区 10,374 4,919 5,455 1,090 1,606 26． 0％ 

厚 陽 地 区 2,514 1,184 1,330 300 457 30． 1％ 

出 合 地 区 3,180 1,504 1,676 271 453 22． 8％ 

埴 生 地 区 4,823 2,304 2,519 554 810 28． 3％ 

津 布 田 地 区 1,360 624 736 140 241 28． 0％ 

合 計 22,251 10,535 11,716 2,355 3,567 26． 6％ 

平 成 １ ９ 年 ４ 月 １ 日 現 在
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埴 生 地 区 

津 布 田 地 区 

出 合 地 区 

厚 陽 地 区 

厚 狭 地 区 

山陽小野田市
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３ 中山 間地域の 現状と 課題 

【現 状】 

本 市 の 中 山 間 地 域 の 自 然 環 境 は 、 主 に 農 林 業 に よ っ て 守 り 育 て ら 

れ て き ま し た が 、 近 年 、 過 疎 化 が 進 む 農 山 村 集 落 で は 、 農 林 業 従 事 

者 の 減 少 や 高 齢 化 の 進 行 に よ り 、 荒 廃 森 林 ・ 耕 作 放 棄 地 が 増 加 し て 

います。 

【課 題】 

自 然 環 境 は 、 水 源 の か ん 養 、 大 気 の 浄 化 、 景 観 形 成 な ど 多 く の 公 

益 的 機 能 を 有 し て お り 、 ま た 、 多 く の 動 植 物 の 生 存 の 場 と し て 人 間 

を 含 む す べ て の 生 態 系 を 支 え る 源 で あ る た め 、 本 市 に あ る 森 林 ・ 農 

地や海・ 河川など の自然 環境の 保全 に努める 必要があ ります 。 

ま た 、 農 業 が 本 来 有 す る 自 然 循 環 機 能 を 活 か し 、 家 畜 排 泄 物 や 稲 

わ ら な ど 地 域 で 発 生 す る 有 機 質 資 源 を 堆 肥 や 粗 飼 料 な ど へ 循 環 利 用 

す る な ど 、 自 然 環 境 へ の 負 荷 低 減 を 図 る 農 業 生 産 活 動 を 図 る 必 要 が 

あります 。 

４ 新市 における まちづ くりの 方向 性 

第 一 次 山 陽 小 野 田 市 総 合 計 画 で は 、 時 代 の 新 し い 胎 動 や 、 地 域 特 

性 、 ア ン ケ ー ト 等 に よ る 市 民 の 様 々  な 意 見 を 考 慮 し 、 本 市 の 新 た な 

ま ち づ く り の 主 理 念 と ま ち づ く り を 進 め る に あ た っ て の 取 り 組 み 理 

念を以下 のように 設定し ていま す。 

＜主理念 ＞ 

（１）生 活の質を 重視し た「住 み良 さ」の創 造 

近年、「心の 豊かさ 志向、生活の 質 の向上の 高まり 」がみ られる よ 

う に 、 人 々  の 関 心 は 、 経 済 的 な も の の 豊 か さ か ら 、 ゆ と り や 、 や す 

ら ぎ な ど 心 の 豊 か さ へ と 移 行 し 、 生 活 の 質 を 高 め る こ と が 望 ま れ て 

います。 

このよ うな背景 の中、「市民 の安 心・安全 の確保 」や「まち 全体の 

活 力 」 を 基 本 と し な が ら 、 生 活 利 便 性 に 加 え 、 地 域 社 会 に お け る 人
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と 人 と の ふ れ あ い や 自 然 と の ふ れ あ い を 通 し て 、 住 み 良 い と 感 じ 、 

「 住 み 良 さ 」 を 誇 り に 思 い 、 住 み 続 け た い と 思 え る 生 活 環 境 の 創 造 

を目指し ます。 

＜取組み 理念＞ 

（２）多 様な組織 や市民 との協 働に よる「住 み良さ」 づくり 

住 み 良 い 地 域 づ く り を 追 求 す る た め 、 よ り 良 い 公 共 的 な サ ー ビ ス 

を 提 供 す る と と も に 、 民 間 事 業 者 や ボ ラ ン テ ィ ア 、 Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 な ど 

多様な組 織や市民 との協 働によ るま ちづくり を目指し ます。 

（３）地 域資源を 活かし た「住 み良 さ」づく り 

市 民 の 生 活 ニ ー ズ に 対 応 し た 「 住 み 良 さ 」 を 追 求 す る た め に 、 市 

の 持 つ 幅 広 い 産 業 構 造 や 大 学 な ど 、 様 々  な 物 的 、 人 的 資 源 を 効 率 的 

に 投 入 す る と と も に 、 地 域 で 暮 ら し 、 活 動 す る 人 す べ て の 知 恵 と 力 

を結集し て、地域 資源を 活用し たま ちづくり を目指し ます。 

（４）多 元的なネ ットワ ークに よる 「住み良 さ」づく り 

現 在 の 厳 し い 財 政 事 情 の 中 、 地 域 の 自 立 の た め に 必 要 な 生 活 機 能 

の 全 て を そ の 地 域 だ け で 賄 う こ と は 困 難 で す 。 近 隣 都 市 、 拠 点 都 市 

と の 連 携 や 、 市 内 部 の 地 域 間 で の 連 携 な ど 多 元 的 な ネ ッ ト ワ ー ク を 

形成し、 広域的な 視野に よるま ちづ くりを目 指します 。 

以 上 ４ つ の ま ち づ く り の 基 本 理 念 を 基 に し て 、 次 の よ う な 将 来 都 

市像を設 定してい ます。 

本 市 は 、「 市 民 の 安 心 ・ 安 全 の 確保 」「 ま ち 全 体 の 活 力 」 を 基 本 と 

し 、 人 情 豊 か な 地 域 社 会 と 市 民 の 自 然 等 へ の 愛 着 や 誇 り を 大 切 に し 

な が ら 、 生 活 の 中 で の 豊 か さ が 享 受 で き 、 子 ど も か ら お 年 寄 り ま で 

安 心 し て 、 い き い き と 住 み 続 け ら れ る 「 住 み 良 い 」 地 域 づ く り を 進 

めていく ため、 「人 と出会 い 支 え合 い 自然 とふれあ う 活 力ある 

住 み 良 さ 創 造 都 市 」 を 将 来 都 市 像 に か か げ 、 本 市 に 暮 ら す 人 々  の 地 

域への愛 着と誇り を醸成 し、そ の実 現に努め ます。
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ま た 、 ま ち づ く り の 基 本 理 念 を 基 に 、 将 来 都 市 像 を 実 現 す る た め 

の戦略的 なまちづ くりの 視点を 、以 下のよう に設定し ました 。 

① 安全 ・安心の 「住み 良さ」 を実 現する 

・市 民が 住み 続け 、新 たに 市外 から も定 住し たい と感 じる には、 

生活環境 としての 基本的 な住み 良さ を持つこ とが重要 です 。特に、 

安 全 で 安 心 し て 暮 ら せ る 生 活 環 境 に 対 し て の 要 望 が 高 ま っ て い ま 

す。 

・これら のニーズ に応え られる 、安 全・安心 の「住み 良さ」を実 

現するま ちづくり を進め ます。 

② 「ひ と」を基 本とし たまち づく りを実践 する 

・社会 的に地 域振興 だけでな く、ひ との生活 を重視し たまち づく 

りが求め られてい ます。 

また、市民ニ ーズに おいて も少子・高齢社会 に対する 課題や、健 

康 づ く り へ の 関 心 の 高 ま り 、 教 育 の 充 実 な ど の 要 望 が 高 ま っ て い 

ます。 

・これらのニ ーズに 応えら れる「ひ と」を基本と したま ちづく り 

を進めま す。 

③ まち の活力を 創造す る 

・定住し たいと感 じる「 住み良 さ」には、生 活の基本 となる“働 

く 場 ” が 必 要 で す 。 こ の “ 働 く 場 ” を 確 保 す る た め に 、 産 業 振 興 

とまちの 活性化が 強く望 まれて いま す。 

・これらのニ ーズに 応えら れる、活 力あるま ちとして の「住み 良 

さ」を創 造するま ちづく りを進 めま す。 

④ 地域 資源を活 かす 

・江汐 公園や 津布田 海岸など の自然 資源や 、徳利 窯や寝 太郎伝説 

な ど の 歴 史 資 源 、 焼 野 海 岸 や 県 立 サ ッ カ ー 場 、 ゴ ル フ 場 な ど レ ク 

リエーシ ョン・ス ポーツ 資源な ど、 多くの地 域資源が ありま す。 

・こ れらの 資源を活 用・連携す る ことによ り、市民生活 の向上 や
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地域活力 の向上を 図るま ちづく りを 進めます 。 

◆ 重 点戦 略の 考え 方 

行 財 政 改 革 プ ラ ン を 着 実 に 推 進 し て 財 政 再 建 に 取 り 組 む と と 

もに、まちづ くり戦 略の視 点を踏ま え、市 民ニー ズや社 会・地域 

需要 を考 慮し なが ら、「 生活 創造 戦 略」「 市民 創造 戦略 」「 活力 創 

造戦略」を重点 戦略と して位 置づけ 、７つの 重点戦 略プロ ジェク 

トを設定 します。 

① 住み 良さ 向上 プロ ジェ クト 

＜ 目 的＞ 

生 活に お け る 安全 性 の 向 上と 衛 生 環 境 づく り に よ り、 住 

み良い居 住環境の 向上を 図るこ とを 目的とし ます。 

② みら い育 成プ ロジ ェク ト 

＜ 目 的＞ 

将来の“人 財”とな る健康 で意欲 ある子ど もを育成 する 

ことを目 的としま す。 

③ いき いき 人づ くり プロ ジェ クト 

＜ 目 的＞ 

健 康で 心 豊 か な市 民 を 育 成し 、 市 民 が 生涯 を 通 じ てい き 

いきと暮 らせる環 境づく りを目 的と します。 

④ 協働 のま ちづ くり プロ ジェ クト 

＜ 目 的＞ 

自 主的・積 極的に 活動が でき る市民を 育成し、 市民と 行政 

が一 体となっ て市の 発展を 目指 すことを 目的とし ます。 

⑤ スポ ーツ まち づく りプ ロジ ェクト 

＜ 目 的＞ 

競技ス ポーツ環 境や生 涯スポ ーツ 環境の充 実により 、ス 

ポーツと 身近な居 住環境 を市の 魅力 として、定住・ 交流人 

口の増大 を図るこ とを目 的とし ます 。
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⑥ 地産 地消 の食 プロ ジェ クト 

＜ 目 的＞ 

地産地 消を推進 するこ とによ り、消費者の 安全な食 生活 

を確保す るととも に、農林水 産業を 中心とし た地場産 業の 

活性化を 目的とし ます。 

⑦ まち の活 力向 上プ ロジ ェク ト 

＜ 目 的＞ 

市 街地 の 活 性 化を 促 進 す ると と も に 、 働く 場 の 確 保に よ 

る定住の 促進を図 り、まち全 体の活 力が向上 すること を目 

的としま す。 

以 上 、 ７ つ の プ ロ ジ ェ ク ト の な か の ⑥ 地 産 地 消 の 食 プ ロ ジ ェ ク ト 

の取り組 みの方向 として 、 

＜ 取 り組 みの 方向 ＞ 

◆ 農 林水 産業 の新 たな ブラ ンド を創出 し ます 。 

・農林水 産物の地 産地消 による ６次 産業 ※ への展開 推進 

・農林水 産物の市 内供給 体制づ くり の推進 

・地域特 産品の開 発 

◆ 中 山間 地域 の活 性化 を促 進し ます。 

・朝市等 を生かし た特産 品の販 売促 進 

・グリー ンツーリ ズム ※ の推 進 

◆ 市 民の 安全 な食 生活 を確 保し ます。 

・市民へ の地産地 消の意 識啓発 の推 進 

・食の安 全に関す る活動 の推進 

・学校及 び地域で の食育 の推進 

を掲げ ています 。 

※ ６ 次 産 業 

１ 次 産 業 ×２ 次 産 業 ×３ 次 産 業 を 一 口 で 表 現 し た 言 葉 で 、 生 産 、 加 工 、 販 売 

を 融 合 し た 総 合 産 業 。 

※ グ リ ー ン ツ ー リ ズ ム 

農 山 漁 村 に 滞 在 し 、 農 林 漁 業 体 験 や そ の 地 域 の 自 然 や 文 化 に 触 れ 、 地 元 の 人 々  

と 交 流 す る こ と 。
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５ 中山 間地域づ くりの 方向性 

中 山 間 地 域 を 地 域 住 民 の 生 活 の 場 と し て の み な ら ず 、 自 然 環 境 

の 保 全 や 食 糧 の 安 定 供 給 の 場 、 ま た 、 都 市 住 民 と の 交 流 の 場 と し 

て 振 興 を 図 る た め の 本 市 の 具 体 的 な 地 域 づ く り の 方 向 性 を 、 県 の 

ビ ジ ョ ン に 示 さ れ た ５ つ の く ら し の 視 点 ご と に 次 の 通 り 進 め ま す 。 

ア）「 みんな で創る 地域の くら し」づく り 

・ 地 域 と 市 が 協 働 し な が ら 住 民 が 主 体 と な っ て 地 域 の 課 題 を 

地域で解 決してい く「住 民自治 」体 制づくり を進めま す。 

・ 新 た な 地 域 づ く り リ ー ダ ー の 確 保 を 促 進 す る と と も に 、 地 

域運営の 担い手確 保を進 めます 

イ） 「 安心・ 安全で 住み良 いく らし」づ くり 

・防 犯体制 等の整 備、生活 交 通や医療・福祉サ ービス の確保 、 

情報通信 、道路な どの整 備を進 めま す。 

・災害か ら生命・財 産を守 るため 、防災施設 等の整備 に計画 的 

に取り組 むことと し、平常 時にお け る住民の 防災意識 の啓発 

を図ると ともに、災害時に おける 自 主的な避 難等の的 確な行 

動を促す ため、ハ ザードマ ップの 活 用を含め た総合的 な防災 

ネットワ ークの整 備を進 めます 。 

・若い 世代の 定住等を 促進す るため 、雇用 の場の 確保や教 育の 

充実など 住みよい 生活環 境の整 備を 進めます 。 

ウ）「 多様な 産業で 支える くら し」づく り 

・ 朝 市 や ル ー ラ ル フ ェ ス タ な ど 、 各 地 域 で 行 わ れ る 魅 力 あ る 

交 流 イ ベ ン ト の 取 組 み や 直 販 所 に お け る 特 産 品 等 の 直 売 活 

動を促進 します。 

・ 建 設 業 や 食 品 産 業 な ど 他 産 業 か ら の 農 業 参 入 を 支 援 す る な 

ど 、 高 齢 化 に 伴 う 担 い 手 不 足 に 対 応 し 、 持 続 可 能 な 農 業 生 

産 を 支 援 す る と と も に 、 地 域 の 気 象 条 件 や 特 色 を 生 か し た 

農業の振 興を図り ます。
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・ 女 性 や 高 齢 者 を 中 心 に 地 域 の 資 源 を 活 用 し た 様 々  な 生 活 関 

連サービ ス業の事 業化を 進めま す。 

・農林水 産業と 商工業 などの 異業 種の連携 強化によ る付加 価 

値の高 い商品 開発等 による 地域 の活性化 を支援し ます。 

エ )「 元気で 誇りの あるく らし 」づくり 

・ 地 域 に 「 愛 着 」 と 「 誇 り 」 を 持 っ て 暮 ら せ る た め に は 、 地 

域 の 良 さ を 再 認 識 す る こ と が 重 要 で あ り 、 伝 統 的 な 食 文 化 

や 祭 り 、 美 し い 自 然 景 観 や 人 的 資 源 等 に つ い て 、 再 発 見 活 

動 を 推 進 し 、 そ の 活 用 や 保 存 ・ 継 承 等 の 取 組 み を 促 進 し ま 

す。 

・地域の 活力の維 持・活 性化を 図る には、高 齢者・中 高年等 

のシニ ア層の社 会参加 を促進 し、 その活力 を地域づ くりに 

活かし ていくこ とが重 要です 。ま た、団塊 の世代が 退職期 

を迎え ることか ら、社 会参加 を促 進し、グ ループ化 の立上 

げ、起 業等の実 践活動 につな がる 取組みモ デルの形 成や、 

地域資 源を活用 した活 躍の場 づく りなどの 取組みを 進めま 

す。 

・ 農 地 、 森 林 等 の 保 全 活 動 を 持 続 的 に 発 展 さ せ る と と も に 、 

後 継 者 不 足 の 中 で 、 新 た な 方 策 も 取 入 れ な が ら 、 自 然 と 共 

生 し た 地 域 づ く り に 向 け た 取 り 組 み が 必 要 で 中 山 間 地 域 等 

直 接 支 払 制 度 と の 整 合 を 図 り な が ら 、 新 た な 「 農 地 ・ 水 ・ 

環境保全 向上対策 」など の取組 みを 進めます 。 

・海岸・ 漁場に おいて は、地 域住 民等によ る海岸の 清掃活 動 

などを 推進し ます。 

オ） 「 新しい 仲間と ともに 創る くらし」 づくり 

・ 人 口 減 少 や 高 齢 化 に よ り 地 域 の 活 力 が 低 下 し て い る 中 で 、 

都 市 地 域 に お い て は 、 中 山 間 地 域 が 持 つ 水 源 か ん 養 や 安 ら 

ぎ の 場 の 提 供 な ど 、 田 舎 の 魅 力 や 役 割 へ の 関 心 が 高 ま っ て
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います。一 方で、農 林水産 物の大 消費 者である 都市住民 が、 

食 の 安 全 ・ 安 心 を 求 め 創 意 工 夫 し て 、 中 山 間 地 域 の 活 性 化 

や 産 業 振 興 等 に 資 す る 新 た な 活 動 が 始 ま っ て お り 、 意 欲 を 

持って展 開できる よう、 団塊の 世代 を含む UJI ターン の促 

進 等 交 流 情 報 の 効 果 的 な 発 信 を 行 い な が ら 、 都 市 と 中 山 間 

地域との 交流を促 進しま す。 

・ 定年期を 迎える 団塊の 世代 などの新 たな定住 者の確 保等に 

向けた取 組みを 加速化 しま す 

各地区の 取組み内 容 

主と なる取り 組み内 容 

厚狭地区 ・中山間 地域等 直接支 払交付 金制度 ※ の利用や農 

地・水・環境保 全向上 対策 ※ を積極 的 に推進し、 

持続可能 な農業生 産体制 づくり を進 める。 

・持続可 能な林業 経営の 推進に 努め る。 

・森林バ イオマス エネル ギーの 活用 を促進す 

る。 （実 例とし ては、 有機肥 料へ の廃屋材 、木 

樹皮な どの利用 ） 

・地域の 良さを伝 える教 育活動 の推 進に努め る。 

厚陽地区 ・農地・水・環 境保全 向上対 策を積 極 的に推進 し、 

持続可能 な農業生 産体制 づくり を進 める。 

・ ブ ロ ー ド バ ン ド 等 高 度 情 報 通 信 事 業 を 充 実 さ 

せ、 生 活環境 の向上 や緊急時 の通信 確保等を 促 

進する。 

・自然環境 を保ち ながら、地元で 採 れた活魚・野 

菜 等 を 利 用 し た 美 味 い も の 店 の 育 成 を 推 進 す 

る。 

・警戒避難 体制、防 災体制 の整備 な ど、暮らし の 

安全の確 保に努め る。
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出合地区 ・農地・水・環 境保全 向上対 策を積 極 的に推進 し、 

持続可能 な農業生 産体制 づくり を進 める。 

・森林バ イオマス エネル ギーの 活用 を促進す る。 

（実例と しては、有機肥料 への廃 屋 材、木樹皮 

などの利 用） 

・地域の 良さを伝 える教 育活動 の推 進に努め る。 

埴生地区 ・農地・水・環 境保全 向上対 策を積 極 的に推進 し、 

持続可能 な農業生 産体制 づくり を進 める。 

・地域 の特性 を生か した農水 産物づ くりと需 要拡 

大や儲か る漁業の 振興を 図る。 

・警戒避難 体制、防 災体制 の整備 な ど、暮らし の 

安全の確 保に努め る。 

津布田地 区 ・農地・水・環境保 全向上対 策等を 積極的に 推進 

し、持続 可能な農 業生産 体制づ くり を進める 。 

・自然環境 を保ち ながら、地元で 採 れた活魚・野 

菜 等 を 利 用 し た 美 味 い も の 店 の 育 成 を 推 進 す 

る。 

・警戒避 難体制、 防災体 制の整 備な ど、暮ら し 

の安全 の確保に 努める 。 

※ 中 山 間 地 域 等 直 接 支 払 交 付 金 制 度 

水 源 の か ん 養 や 安 ら ぎ 空 間 の 提 供 な ど 、 多 く の 恵 み を 住 民 に も た ら し て い る 

中 山 間 地 域 の 公 益 的 な 機 能 は 、 農 業 生 産 活 動 や 農 村 の 生 活 に よ っ て 維 持 さ れ て 

い る が 、 平 地 に 比 べ て 生 産 条 件 の 不 利 性 を も ち 、 耕 作 放 棄 地 の 増 加 等 に よ り 多 

面 的 機 能 の 低 下 が 懸 念 さ れ て い る こ と か ら 、 担 い 手 の 農 業 生 産 の 維 持 を 図 り つ 

つ 、 耕 作 放 棄 地 の 発 生 を 防 止 し 、 多 面 的 機 能 を 確 保 す る 観 点 か ら 実 施 さ れ て い 

る 制 度 。 自 律 的 ・ 継 続 的 な 農 業 生 産 活 動 等 の 体 制 の 整 備 に 向 け た 前 向 き な 取 組 

等 を 推 進 す る 。 本 市 に お い て は 、 平 沼 田 、 宗 末 、 籾 の 木 、 鋳 物 師 屋 、 奥 の 浴 、 

松 岳 畑 の ６ 集 落 で 実 施 。
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※ 農 地 ・ 水 ・ 環 境 保 全 向 上 対 策 

過 疎 化 ・ 高 齢 化 の 進 行 な ど に よ り 、 農 地 や 農 業 用 水 路 な ど の 資 源 の 適 切 な 維 

持 管 理 が 困 難 と な っ て い る こ と や 、 環 境 問 題 に 対 す る 関 心 が 高 ま る 中 、 農 業 生 

産 活 動 に つ い て 環 境 保 全 型 農 業 へ 転 換 し て い く こ と が 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 

地 域 ぐ る み で の 農 地 や 農 業 用 水 路 な ど の 資 源 を 保 全 向 上 す る 効 果 の 高 い 共 同 活 

動 と 農 業 者 ぐ る み で 環 境 問 題 を 考 え る た め 、 環 境 負 荷 を 大 幅 に 低 減 す る 先 進 的 

な 営 農 活 動 を 支 援 。 本 市 に お い て は 、 福 田 地 区 、 平 沼 田 地 区 な ど 18 地 区 で 実 

施 。


